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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第７部門第３区分
【発行日】平成26年10月2日(2014.10.2)

【公開番号】特開2013-46406(P2013-46406A)
【公開日】平成25年3月4日(2013.3.4)
【年通号数】公開・登録公報2013-011
【出願番号】特願2011-220366(P2011-220366)
【国際特許分類】
   Ｈ０４Ｌ  12/66     (2006.01)
   Ｈ０４Ｌ  12/46     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｈ０４Ｌ  12/66    　　　Ｂ
   Ｈ０４Ｌ  12/46    １００Ｃ
   Ｈ０４Ｌ  12/46    　　　Ｚ

【手続補正書】
【提出日】平成26年8月18日(2014.8.18)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００９
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００９】
　上記課題を解決するために、本発明のネットワークゲートウェイ装置は、第一のＮＩＣ
と、第二のＮＩＣと、前記第一のＮＩＣおよび前記第二のＮＩＣとの間でＴＣＰ／ＩＰ通
信処理を行うＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタックと、前記第一のＮＩＣから受信して前記Ｔ
ＣＰ／ＩＰプロトコルスタックに送信する受信パケットに付されているアドレス、および
前記ＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタックから受信して前記第二のＮＩＣに送信する送信パケ
ットに付されているアドレスを変換するアドレス変換処理部と、を有し、前記アドレス変
換処理部は、前記第一のＮＩＣから受信した前記受信パケットに付されている送信元ＭＡ
Ｃアドレスを第一仮ＭＡＣアドレスに変換し、送信元ＩＰアドレスを第一仮ＩＰアドレス
に変換し、宛先ＭＡＣアドレスを前記第一のＮＩＣに付されている第一のＮＩＣＭＡＣア
ドレスに変換し、および宛先ＩＰアドレスを前記第一のＮＩＣに付されている第一のＮＩ
ＣＩＰアドレスに変換する変換処理と、前記ＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタックから受信し
た前記送信パケットに付されている送信元ＭＡＣアドレス、送信元ＩＰアドレス、宛先Ｍ
ＡＣアドレスおよび宛先ＩＰアドレスを、送信元および宛先として設定するアドレスに変
換する変換処理を行なうことを特徴とする。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１０
【補正方法】削除
【補正の内容】
【手続補正３】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
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　第一のＮＩＣと、
　第二のＮＩＣと、
　前記第一のＮＩＣおよび前記第二のＮＩＣとの間でＴＣＰ／ＩＰ通信処理を行うＴＣＰ
／ＩＰプロトコルスタックと、
　前記第一のＮＩＣから受信して前記ＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタックに送信する受信パ
ケットに付されているアドレス、および前記ＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタックから受信し
て前記第二のＮＩＣに送信する送信パケットに付されているアドレスを変換するアドレス
変換処理部と、を有し、
　前記アドレス変換処理部は、前記第一のＮＩＣから受信した前記受信パケットに付され
ている送信元ＭＡＣアドレスを第一仮ＭＡＣアドレスに変換し、送信元ＩＰアドレスを第
一仮ＩＰアドレスに変換し、宛先ＭＡＣアドレスを前記第一のＮＩＣに付されている第一
のＮＩＣＭＡＣアドレスに変換し、および宛先ＩＰアドレスを前記第一のＮＩＣに付され
ている第一のＮＩＣＩＰアドレスに変換する変換処理と、前記ＴＣＰ／ＩＰプロトコルス
タックから受信した前記送信パケットに付されている送信元ＭＡＣアドレス、送信元ＩＰ
アドレス、宛先ＭＡＣアドレスおよび宛先ＩＰアドレスを、送信元および宛先として設定
するアドレスに変換する変換処理を行なうことを特徴とするネットワークゲートウェイ装
置。
【請求項２】
　更に、前記ＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタックから送られたデータのペイロード部分に所
定の処理を施して前記ＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタックに返送する拡張ＴＣＰ処理部を有
し、
　前記拡張ＴＣＰ処理部において前記所定の処理が施された前記送信パケットを、前記Ｔ
ＣＰ／ＩＰプロトコルスタックから前記アドレス変換処理部に送信することを特徴とする
請求項１に記載のネットワークゲートウェイ装置。
【請求項３】
　更に、前記アドレス変換処理部は、前記第一のＮＩＣから受信した前記受信パケットが
前記拡張ＴＣＰ処理部における前記所定の処理対象であるか否かを判定する受信パケット
判定部を有し、
　前記アドレス変換処理部は、前記受信パケット判定部により前記受信パケットが前記処
理対象であると判定された場合に、前記受信パケットに付されているアドレスの前記変換
処理を行なうことを特徴とする請求項２に記載のネットワークゲートウェイ装置。
【請求項４】
　前記ＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタックから受信した前記送信パケットには、送信元ＭＡ
Ｃアドレスとして前記第二のＮＩＣに付されている第二のＮＩＣＭＡＣアドレスが付され
、送信元ＩＰアドレスとして前記第二のＮＩＣに付されている第二のＮＩＣＩＰアドレス
が付され、宛先ＭＡＣアドレスとして第二仮ＭＡＣアドレスが付され、および宛先ＩＰア
ドレスとして第二仮ＩＰアドレスが付されていることを特徴とする請求項１から請求項３
のいずれかに記載のネットワークゲートウェイ装置。
【請求項５】
　前記送信元および宛先として設定するアドレスに変換する変換処理は、前記ＴＣＰ／Ｉ
Ｐプロトコルスタックから受信した前記送信パケットに付されている送信元ＭＡＣアドレ
ス、送信元ＩＰアドレス、宛先ＭＡＣアドレスおよび宛先ＩＰアドレスを、前記第一のＮ
ＩＣから受信した前記受信パケットに付されていた前記送信元ＭＡＣアドレス、前記送信
元ＩＰアドレス、前記宛先ＭＡＣアドレスおよび前記宛先ＩＰアドレスに書き戻す処理で
あることを特徴とする請求項１から請求項４のいずれかに記載のネットワークゲートウェ
イ装置。
【請求項６】
　前記送信元および宛先として設定するアドレスに変換する変換処理は、前記ＴＣＰ／Ｉ
Ｐプロトコルスタックから受信した前記送信パケットに付されている送信元ＭＡＣアドレ
スおよび送信元ＩＰアドレスを、前記第一のＮＩＣから受信した前記受信パケットに付さ
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れていた前記送信元ＭＡＣアドレスおよび前記送信元ＩＰアドレスに書き戻すとともに、
　前記ＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタックから受信した前記送信パケットに付されている宛
先ＭＡＣアドレスおよび宛先ＩＰアドレスを、宛先として新たに設定したＭＡＣアドレス
およびＩＰアドレスに変換する処理であることを特徴とする請求項１から請求項４のいず
れかに記載のネットワークゲートウェイ装置。
【請求項７】
　前記送信元および宛先として設定するアドレスに変換する変換処理は、前記ＴＣＰ／Ｉ
Ｐプロトコルスタックから受信した前記送信パケットに付されている宛先ＭＡＣアドレス
および宛先ＩＰアドレスを、前記第一のＮＩＣから受信した前記受信パケットに付されて
いた前記宛先ＭＡＣアドレスおよび前記宛先ＩＰアドレスに書き戻すとともに、
　前記ＴＣＰ／ＩＰプロトコルスタックから受信した前記送信パケットに付されている送
信元ＭＡＣアドレスおよび送信元ＩＰアドレスを、送信元として新たに設定したＭＡＣア
ドレスおよびＩＰアドレスに変換する処理であることを特徴とする請求項１から請求項４
のいずれかに記載のネットワークゲートウェイ装置。
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